
社社
会会
にに
ひひ
らら
かか
れれ
たた

労労
働働
組組
合合
をを
！！

〜
労
働
運
動
と
大
学
の

新
し
い
連
携
の
試
み
〜

一
橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科

フ
ェ
ア
レ
イ
バ
ー
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

高
須

裕
彦
さ
ん

ケ
ン
ト
・
ウ
ォ
ン
さ
ん

と
の
出
会
い

私
は
２
０
０
３
年
秋
、
ア
メ
リ

カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
来
日
し

た
ケ
ン
ト
・
ウ
ォ
ン
さ
ん
と
出
会

っ
た
。
彼
の
仕
事
場
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

の
労
働
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ

ー
）
と
い
う
。
日
本
で
は
聞
き
慣

れ
な
い
レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
と
は

何
か
。彼
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
労
働
運
動
の
再
生
の
た
め
に

労
働
教
育
は
重
要
で
あ
る
。
地
域

社
会
に
お
い
て
、
大
学
と
労
働
運

動
、
社
会
運
動
を
つ
な
ぐ
橋
に
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
」。

彼
の
言
葉
か
ら
強
烈
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
受
け
た
私
は
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
の
レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の

活
動
内
容
と
役
割
に
つ
い
て
強
い

関
心
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
数
年
後
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
レ

イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
を
モ
デ
ル
に
、

一
橋
大
学
に
「
フ
ェ
ア
レ
イ
バ
ー

研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
、
明
治

大
学
に
「
労
働
教
育
メ
デ
ィ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
２

つ
の
セ
ン
タ
ー
は
財
政
基
盤
が
脆

弱
で
、
い
ま
だ
十
分
な
実
績
を
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

が
、
労
働
運
動
の
活
動
家
た
ち
と

連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
調

査
研
究
活
動
や
労
働
教
育
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
メ
デ
ィ
ア
制
作
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

以
下
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
イ
バ
ー

セ
ン
タ
ー
と
日
本
で
の
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
は

運
動
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
レ
イ
バ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
全
米
各
地
の
公
立

大
学
を
中
心
に
約
５０
カ
所
あ
る
。

そ
の
多
く
は
５０
年
代
か
ら
６０
年
代

に
、
労
働
組
合
が
州
や
市
当
局
に

要
求
し
て
設
置
さ
せ
た
も
の
だ
。

当
時
は
経
営
者
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
が
税
金
で
公
立
大
学

に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
労
働
者

や
労
働
組
合
の
た
め
の
研
究
教
育

機
関
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が

要
求
の
理
由
だ
。

レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内

容
は
、地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。こ

こ
で
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
レ
イ
バ
ー
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
、
労
働
力
構

成
に
占
め
る
移
民
や
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
比
重
が
高
く
、
大
量
の
低
賃

金
労
働
力
が
存
在
す
る
地
域
で
あ

る
。
同
時
に
、
労
働
運
動
が
全
米

の
な
か
で
最
も
活
性
化
し
て
い
る

地
域
で
も
あ
る
。

ケ
ン
・
ロ
ー
チ
監
督
の
映
画

『
ブ
レ
ッ
ド
＆
ロ
ー
ズ
』
に
出
て

く
る
ビ
ル
清
掃
労
働
者
の
た
た
か

い
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
労
働
運

動
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
先
進

地
域
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
レ
イ
バ
ー
セ

ン
タ
ー
は
労
働
運
動
や
社
会
運
動

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の「
ハ
ブ
」と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
多
く

は
、
労
働
組
合
で
の
活
動
経
験
者

だ
。
ウ
ォ
ン
さ
ん
は
全
米
サ
ー
ビ

ス
従
業
員
組
合
の
ス
タ
ッ
フ
弁
護

士
を
経
て
、
セ
ン
タ
ー
の
所
長
に

な
っ
た
。
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
の
な

か
に
は
、
再
び
組
合
の
オ
ル
グ
や

専
従
者
に
戻
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員

に
は
、
地
域
の
労
働
組
合
の
役
員

が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
材
の
構
成
か
ら

も
、
セ
ン
タ
ー
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
研
究
所
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

こ
と
が
わ
か
る
。
セ
ン
タ
ー
の
目

的
は
、
労
働
者
や
市
民
の
立
場
か

ら
、彼
ら
が
必
要
と
す
る
調
査
・
研

究
や
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。

地
域
労
働
運
動
を

強
化
し
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
は
調
査

・
研
究
と
教
育
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
調
査
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
生

活
賃
金
や
地
域
再
開
発
、
ウ
ォ
ル

マ
ー
ト
対
策
、
介
護
労
働
、
組
織

化
な
ど
で
あ
る
。
活
動
家
た
ち
と

共
同
で
調
査
研
究
を
行
い
、
戦
略

や
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

労
働
教
育
に
つ
い
て
は
、
講
義

型
で
は
な
く
、
参
加
型
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
手
法
を
活
用
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
て
い
る
。
労
働
組
合
向
け
に

は
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
や
リ
ー
ダ

ー
教
育
、中
南
米
系
、ア
ジ
ア
系
、

ア
フ
リ
カ
系
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
【
注
】

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
労
働
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
を
行

っ
て
い
る
。

ス
ト
ラ
イ
キ
や
組
織
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
労

働
者
の
教
育
の
企
画
か
ら
、
講
師

や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ま
で
引
き

受

け

て

支

援

し

て

い

る
。

２
０
０
０
年
に
ビ
ル
清
掃
労
働
者

た
ち
が
３
週
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

突
入
し
た
際
に
は
、
事
前
に
レ
イ

バ
ー
セ
ン
タ
ー
が
組
合
員
向
け
の

教
育
を
引
き
受
け
た
。
そ
の
結

果
、
ビ
ル
清
掃
労
働
者
の
賃
金
の

決
ま
り
方
や
ビ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
へ

圧
力
を
か
け
る
必
要
性
に
つ
い

て
、
組
合
員
の
間
で
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

学
生
向
け
の
労
働
教
育
で
は
、

労
働
運
動
や
社
会
運
動
の
現
場
の

活
動
家
た
ち
が
講
師
と
な
り
、
労

働
者
た
ち
が
抱
え
る
課
題
と
た
た

か
い
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
夏
休

み
に
は
、
学
生
た
ち
を
労
働
組
合

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
派
遣
す
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
学
生
や
若
い
労
働
者
た
ち
の

教
材
と
し
て
、
先
輩
活
動
家
た
ち

の
経
験
や
個
人
史
を
本
に
ま
と
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お

し
て
、
労
働
組
合
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働

く
人
材
を
育
て
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ

ー
は
、
地
域
の
労
働
運
動
を
強
化

し
、
人
材
を
供
給
す
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

日
本
の
大
学
に
も

レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
を

私
は
、
２
０
０
４
年
に
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し

た
経
験
か
ら
、
日
本
の
大
学
に
も

レ
イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
れ
な

い
だ
ろ
う
か
と
、
組
合
や
大
学
の

関
係
者
と
相
談
し
な
が
ら
、
そ
の

可
能
性
を
探
っ
て
き
た
。
そ
の
成

果
が
冒
頭
で
触
れ
た
二
つ
の
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
。（
下
へ
つ
づ
く
）

【
注
】
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
性
的
少
数

者
を
さ
す
。レ
ズ
ビ
ア
ン
、ゲ
イ
、

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
略
。

参
考
論
文

高
須
裕
彦
・
小
畑
精
武
ほ
か
「
大

学
と
労
働
運
動
、
社
会
運
動
を
つ

な
ぐ
橋
：
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
レ

イ
バ
ー
セ
ン
タ
ー
と
は
何
か
」『
労

働
法
律
旬
報
』（
２
０
０
９
年
２
月

下
旬
号
・
３
月
下
旬
号
）

格
差
社
会
が
社
会
問
題
化
し
て
お
り
解
決
に
向
け
た
議
論
が
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

非
正
規
労
働
者
や
未
組
織
労
働
者
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
い
。
労
働
者
の
地
位
向
上
の
た
め

の
労
働
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
労
働
組
合
の
組
織
率
は
１８
・
５
％
と
低
迷
を
続
け
て

い
る
。
労
働
運
動
の
再
生
の
た
め
労
働
者
が
自
ら
の
権
利
を
自
覚
す
る
労
働
教
育
は
重
要
で

あ
る
。
一
橋
大
学
の
フ
ェ
ア
レ
イ
バ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
高
須
さ
ん
に
労
働
教
育
に
つ
い
て

寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

寄稿（上）

『
ゴ
ジ
ラ
の
音
楽
伊
福
部
昭
、佐
藤

勝
、宮
内
國
郎
、眞
鍋
理
一
郎
の
響
き
と
そ
の
時
代

』

作
品
社

本
体
４
６
０
０
円
＋
税

労働教育ってなに？

小
林
淳
著

ゴ
ジ
ラ
音
楽
を
通
し
て

戦
後
日
本
を
俯
瞰
す
る

日
本
の
労
働
教
育
っ
て
ど

う
い
う
現
状
な
の
？

以
前
に
比
べ
る
と
教
育
機

会
そ
の
も
の
が
減
っ
て
き

て
い
る
ん
だ
。
以
前
は
政
府
（
旧

労
働
省
）
に
も
「
労
働
教
育
課
」

と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
使
用
者

や
労
働
者
に
対
す
る
労
働
法
制
や

労
使
関
係
に
関
す
る
教
育
活
動

が
、
国
を
通
じ
て
推
進
さ
れ
て
い

た
ん
だ
よ
。
最
近
で
は
厚
生
労
働

省
も
就
労
前
の
学
生
に
対
し
て
労

働
法
の
基
礎
知
識
の
啓
発
活
動
を

し
た
り
、
労
働
時
間
の
見
直
し
を

通
じ
た
就
労
環
境
改
善
の
為
に
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
を
行
っ
て
い
る
よ
。

自
治
労
で
も
何
か
行
っ
て

い
る
の
？

自
治
労
は
２
０
０
９
年
か

ら
明
治
大
学
で
学
生
に
対

し
て
、
寄
付
講
座
を
行
っ
て
い
る

よ
。
ま
た
、
産
別
強
化
を
目
的
に

「
中
央
労
働
学
校
」「
ユ
ニ
オ
ン
リ

ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
も
開
催

し
て
い
る
よ
。

ど
う
し
て
労
働
組
合
が
そ

う
い
う
教
育
を
行
う
の
？

現
状
で
は
、
日
本
の
学
校

教
育
で
は
労
働
教
育
が
不

足
し
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
た
め
に

連
合
は
「
働
く
」
こ
と
に
つ
い
て

の
教
育
と
同
時
に
「
労
働
あ
る
と

こ
ろ
に
労
働
組
合
あ
り
」
を
自
然

に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
、
小

学
生
を
対
象
に
し
た
本
を
出
版

し
、
全
国
の
小
学
校
や
図
書
館
に

配
布
し
て
教
育
に
努
め
て
い
る

よ
。こ

れ
か
ら
は
就
労
前
や
学
校
教

育
の
過
程
で
、
権
利
に
関
し
て
学

ぶ
こ
と
が
大
切
に
な
る
ね
。

労
働
者
に
は
法
律
で
定
め
ら
れ

た
「
労
働
三
権
（
団
結
権
・
団
体

交
渉
権
・
争
議
権
）」
と
い
う
権

利
が
あ
る
よ
。
自
分
た
ち
の
権
利

を
知
ら
な
い
と
、
そ
の
権
利
を
守

り
、
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

ね
。公

務
員
に
は
労
働
三
権
が
制
約

さ
れ
て
い
て
、
権
利
回
復
を
求
め

て
い
る
ん
だ
。

著
者
は
、
日
本
映
画
音
楽
評
論
界
の
第
一

人
者
。
多
く
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
盤
の
緻

密
な
解
説
や
、
ワ
イ
ズ
出
版
か
ら
の
著
作
で

知
ら
れ
る
。
本
書
は
「
ゴ
ジ
ラ
」
第
１
作

（
１
９
５
４
）か
ら「
メ
カ
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
」

（
１
９
７
５
）
ま
で
の
昭
和
期
の
１５
作
品
に

的
を
絞
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
、
Ａ
５
判

４
６
８
頁
の
大
変
な
労
作
だ
。
一
般
に
「
ゴ

ジ
ラ
」
の
音
楽
は
伊
福
部
昭
に
よ
る
も
の
が

突
出
し
て
有
名
で
あ
り
、
彼
が
最
も
多
く
関

与
し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
作
曲
家
も
関
わ
っ

て
い
る
。

１５
作
の
中
で
は
伊
福
部
が
８
作
、
佐
藤
勝

が
４
作
、
眞
鍋
理
一
郎
が
２
作
、
宮
内
國
郎

が
１
作
手
が
け
て
い
る
（
眞
鍋
の
み
存
命
で

他
は
故
人
）。著
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に

つ
い
て
、
時
代
背
景
・
世
相
・
映
画
界
の
動

向
を
記
述
し
、
そ
こ
か
ら
映
画
の
詳
細
な
あ

ら
す
じ
紹
介
と
音
楽
使
用
に
関
す
る
緻
密
な

考
察
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
７１
年
７

月
公
開
「
ゴ
ジ
ラ
対
ヘ
ド
ラ
」
で
は
、
前
年

の
三
島
事
件
や
万
博
、
公
害
問
題
な
ど
に
言

及
し
た
上
で
物
語
と
音
楽
構
造
が
語
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
著
者
は
作
曲
家
へ
の
直
接
取
材

な
ど
も
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
証
言
が
随
所

に
散
り
ば
め
ら
れ
本
書
に
一
層
の
奥
行
き
を

与
え
る
。
本
書
は
、
ゴ
ジ
ラ
音
楽
を
通
し
て

戦
後
日
本（
高
度
経
済
成
長
期
）を
俯
瞰
す
る

と
い
う
途
方
も
な
い
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

（
文
芸
幹
事
・
四
国
地
連
・
小
西
昌
幸
）
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〒１０２－８４６４ 東京都千代田区六番町１自治労会館 総合企画総務局（報道担当）「ハテナの壺」係

連合から出版された「働く人たちのひみつ」

・・・・２０１１年３月１日 ［旬刊（１の日発行）・１９５４年４月１７日第三種郵便物認可］第２００５号（４）


